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“Whispering Winds(風のささやき)”というタイトルのもと、オルガニスト塚谷水無子とフルート奏者マリアン・ヤスパース・フェイヤーがバラエティ豊富なクラシックのレパートリーによるコンサートが2005年夏、メデンブリック(オランダ)にある聖ボニファティウス教会にて上演された。このCDはその模様を再現したものである。
このふたりの女性アーティストの取り組んだレパートリーは今までになく多彩にして自由闊達、しかもポピュラーなものばかりだ。本CDは長いタイトルをもつサティの短い作品ではじまり、J.S.バッハの記念碑的作品「トッカータとフーガニ短調」へと続く。収録曲はオルガンソロと、フルートとオルガンのための曲と交互に並べられている。フルートとのアンサンブルには教会内に併設されている合唱用の小さなオルガンが使用されている。この小オルガンはアンサンブルにすこぶる適しており、フルートの音色を損なうことなくきれいに溶けあっている。
いずれの作品も高度なテクニックに裏打ちされた二人の演奏は非常に音楽性が高く、和やかな雰囲気に満ち溢れている。バッハ（のトッカータ)に続く曲目はモーツァルトやハイドン、トラヴァースなど耳慣れたポピュラーなもの。特筆すべきは、このCDには世界初録音の塚谷水無子自身の作曲による｢フルートとオルガンのためのふたつのミニアチュール｣が収録されたことだ。このふたつの楽章のなかで抒情的でアジア的なフルートの響きと、対照的に苛烈なピッコロを思わせる楽想が交替する。
オルガンソロの作品は1671年に完成した堂々たる風格の楽器ピーター・バッカーオルガンを使用。大オルガンの音色と教会の残響がとても美しい優秀録音である。

本CDは聖ボニファテウス教会にて発売中。www.bonifaciuskerkmedemblik.nl/orgels
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